
 

本日
ほんじつ

のおすすめの本
ほん

（６１） 

 ～学校
がっこう

図書館
と し ょ か ん

だより号外
ごうがい
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『みずをくむ プリンセス』 

スーザン・バーデ 作
さく

 2020年
ねん

初版
しょはん

 さ・え・ら書房
しょぼう

  

水
みず

がないくらしを思
おも

いうかべてください。のどがかわいても水
みず

を飲
の

むことができなかったり、手
て

を洗
あら

った

り、うがいをしたりすることができない生活
せいかつ

を考
かんが

えてみたことがありますか？ 

 

わたしたちが住
す

む日本
に ほ ん

では、じゃ口
ぐち

をひねれば、水
みず

がでてきます。それも飲
の

める水
みず

です。公園
こうえん

にいても、水
みず

を

飲
の

むことができます。 

 

 でも、世
せ

界
かい

には、自
じ

分
ぶん

の近
ちか

くに水
みず

がない生活
せいかつ

をしている人
ひと

がとても多
おお

いのです。全世界
ぜん せかい

でみると、6人
にん

に1
ひと

人
り

が、きれいな水
みず

を手
て

にすることができません。 

 

 わたしたち人間
にんげん

にとって、水
みず

は絶対
ぜったい

に必要
ひつよう

なものです。水
みず

さえあれば、何日
なんにち

か生
い

きのびることもできるので

す。ところが、この本
ほん

の主人公
しゅじんこう

の住
す

む地域
ち い き

では、小
ちい

さな女
おんな

の子
こ

でも、家
か

族
ぞく

のお手伝
て つ だ

いとして、学校
がっこう

へもいけ

ず、生
い

きるために何
なん

キロも離
はな

れた場所
ば し ょ

まで飲
の

める水
みず

をくみにいかなければなりません。でも、その水
みず

も決
けっ

して

わたしたちの国
くに

のように安全
あんぜん

で清潔
せいけつ

な水
みず

ではないのです。 

 

 今
いま

、わたしたち本牧南
ほんもくみなみ

小学校
しょうがっこう

のみなさんが積極的
せっきょくてき

に勉強
べんきょう

している SDGｓ（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）の中
なか

に

も、「６：安全
あんぜん

な水
みず

とトイレを世界中
せかいじゅう

に」というものがあります。 

 

 人間
にんげん

が生
い

きていくためにどれほど水
みず

が必要
ひつよう

なものであるか、そして、それを簡単
かんたん

には手
て

に入
い

れることができ

ない人々
ひとびと

がどれほど多
おお

くいるか・・・自分
じ ぶ ん

の生活
せいかつ

と主人公
しゅじんこう

の生活
せいかつ

をくらべながら、本
ほん

を読
よ

んでみましょう。 

  

 

   

この本
ほん

は、

今年度
こ んね んど

の夏
なつ

の

課題
か だ い

図書
と し ょ

です。 


